
CPMACPMA

概要

Cambustion社が提供する遠心式粒子質量分級器（CPMA）

は，粒子の質量と電荷の比率からエアロゾル粒子を分級す

ることができる装置です．DMAが電気移動法により単分散粒

子を生成するのに対し，本器は質量法に基づいてエアロゾ

ルを単分散の粒子にします．

CPMAは，互いに反対方向に作用する静電気力と遠心力の

バランスを利用してエアロゾル粒子を分級する装置で，発

想の原点は榎原氏（産総研）等により開発されたものです．

（J.Aerosol Sci.1996）．本CPMA独自のデザインにより，分級部

の全域に渡って安定した分級が行われるため，高分解能で

かつ粒子損失の少ない分級が可能となります．

このCPMAは2004年にCambustion社で発案され，その後の

Cambridge大学やAlberta大学との共同研究を通じ，本装置

のプロトタイプが色々な研究に使われてきましたが（巻末参

照），この度，ユーザーからの強いニーズに応えCambustion 

社が提供するエアロゾル計測機器のラインアップに新製品

として加えることとしました．

測定原理

CPMA分級器の内部には，同心円状の2つの回転円柱が配

置され，回転する両円柱間の電位を可変できるようにしてい

ます．分級器入り口部（内側と外側の回転円柱間の隙間）

に導入された粒子は，質量／電荷比の設定値(分級しようと

する粒子の重さ)より重い粒子は遠心力の影響が勝って外

側の円柱内壁面に沈着し，それより軽い粒子は静電気力の

影響が勝って内側の円柱壁面上に沈着します．そして，丁

度設定値通り（分級したい重さ）の粒子だけが分級器を通り

抜けることで分級される仕組みとなっています．  

本CPMAの独自で特徴的な設計は，この2つの円柱が，僅か

に異なった速度で回転することです．もし，この2つの円柱が

同じ回転数で回ると，分級器の中心軌道を通過する粒子し

か正確に分級できなくなってしまいます． 

一方，本器のように回転数を僅かに違えることにより，分級

部の中には安定した遠心力と静電気力の場が設定されるこ

とになります．そのため，分級目的とする粒子（設定した質

量／電荷比の値を有する粒子）は，例え，分級器導入部の

中空半径内の如何なる場所に入ったとしても，途中のロス

なく分級器を通り抜けることになります．この工夫により本

CPMAは，高分解能でありながら，粒子損失を低減できる理

由となっています．
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アプリケーション

• 本システムに中和器（または荷電装置）を付加することによ

り，DMAの代わりに単分散のエアロゾルを発生する装置として

使用することができます．また，粒子カウンタ（CPCまたはエア

ロゾルエレクトロメータ）と併せて使えば，質量密度スペクトル

を得ることができます． 

• さらに，DMAと組み合わせて使うことにより，対象エアロゾル

粒子の粒径と質量の関係（フラクタル次元）を求めるのにも使

えるため，粒子の形状に関する情報を得るのにも有用です（技

術論文Olfert, Symonds & Collings 等）．

• マススペクトロメーターなど，他のエアロゾル計測機器類のた

めの校正標準として使うこともできます（論文Cross 等）．

ソフトウェア

本CPMAは，タッチスクリーン型のインターフェースを内蔵した

卓上型の測定器です：

本器からダイレクトにステップ・スキャンを行うことができます：

本CPMAは電圧のみ，または電圧と回転数の両方を同時にス

キャンすることが可能です．後者の操作では，スキャン領域全

体に渡って一定の分解能を維持することが可能です．

暫定仕様 

質量レンジ * サンプル流量 0.33 および 1.5 lpmの

FWHM Δm/mで 4.2 ag ～ 330 fg

単位密度当たりの等

価直径レンジ *

サンプル流量 0.1（DMAの条件で

Q
sh
/Q

a
 = 10 に等価）および 1.5 lpm

のFWHM Δd/d で 20 ～ 860 nm

分級器の寸法 200 mm × 120 mm

常用サンプル流量 0.3 –  1.5 lpm

検出器入力（一例とし

て CPC - 検出器支給

せず）

RS232 † (×1) またはアナログ (×2)

外部リモート PCインタ

ーフェース

イーサーネットおよび RS232 † 　

または USB (付属のアダプタにて）

アナログ入力 × 3，0 ～10 V，如何なるパラメータ，

検出器入力，またはデータ収録用に

も対応可能

アナログ出力 × 3，0 ～10 V，如何なるパラメータ

の出力にも対応可能

* 分解能とサンプル流量に依存；分解能を落とせば，レンジを広げるこ
とができます．
†  RS232C のポートは，検出器との接続，または操作のリモート制御に

も使えます．
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—
本器の詳細につては，Webサイトのアニメーションをご覧になる

か，または下記の代理店までお問い合せ下さい：

   sales@cambustion.com tel:   +44 1223 210250
   www.cambustion.com/cpma fax:  +44 1223 210190

株式会社 司測研

東京都世田谷区玉堤1-19-4

Tel: 03-3703-4391

http://www.sokken.co.jp

森村商事株式会社

東京都港区虎ノ門1-3-1　森村ビル

Tel: 03-3502-6446

http://www.morimura.co.jp
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